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1. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の背景

1-1) 脱炭素社会の実現に向けて、注⽬を浴びる森林活⽤

1-2) 異分野の技術・⼈材・産業との交流が少ない林業界

1-3) 異分野の事業開発系経験者の知⾒によるオープンイノベーション
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1-1).脱炭素社会の実現に向けて、注⽬を浴びる森林活⽤

This material is confidential and the property of Spero.

Economics（経済）

Technology（技術）Society（社会）

Politics（政治）

•ESG投資の浸透 
•TCFD提⾔・Scope3などに

より、RC造から⽊造建築
ニーズの⾼まり 

•カーボンクレジット需要 
•森林ファンドへの注⽬

脱炭素社会の実現が叫ばれる中、急速に社会的な要請としての森林活⽤が重要視されている。 

クレジット発⾏量は林業などによるものが最も⼤きく、カーボンニュートラルにおける林業・森林の役割は⾮常に⼤きい

産業別のクレジット発⾏量⽇本の森林を取り巻く昨今の環境

•衛星、ドローンなどによる森
林データ収集とデータ活⽤ 

•林業や製材業における⼤型機
械化、機械の効率化 

•遺伝⼦組み換えの苗⽊ 
•エンジニアリングウッド、⾼
付加価値化⽊材の開発

•世界的なカーボンニュートラ
ルと中⻑期のエネルギー政策 

•国産材利⽤推進のための補助
⾦や規制緩和の動き 

•ウクライナ問題などによる⾃
給率向上への動き 

•⺠法改正

•消費動向の変化（脱炭素社会
やサステイナビリティへの関⼼
の⾼まり） 

•パンデミックの発⽣に伴い、
⾼まる地⽅価値への注⽬ 

•ストック型社会の到来

社会的な要請としての森林活⽤の⾒直し 世界的にクレジット発⾏量は林業によるものが⼤きい

1. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の背景



5

1-2).異分野の技術・⼈材・産業との交流が少ない林業界

林業界では、林業従業者が減少し、異分野の技術・⼈材・産業との交流が希薄化している。 
異分野のノウハウが⼊ってこないと、林業は時代・環境変化に適応しない、儲からない産業となり、 

林業・中⼭間地域経済が衰退するという負の悪循環を引き起こす。

This material is confidential and the property of Spero.

従業者減少

異分野の技術・⼈材・産業との 

交流の希薄化

林業 

の 

課題

時代や環境の変化への不適応 

儲からない産業へ

業界の発信⼒ 

⼈材求⼼⼒の低下

✓ 林業⼈材の⼈⼿不⾜ 

✓ 林業業界で、技術開発を担う⼈材が少ない 

✓ 事業化・市販化を担う⼈材が少ない

✓ 他産業の技術やアイデア、ノウハウが

⼊って来にくい 

✓ 林業業界が、異分野の事業家から事業機

会として認識されていない✓ 属⼈的な森林管理 

✓ ⾮戦略的な採⽤・体制管理 

✓ ⼩規模事業体の乱⽴、不透明なサプライ

チェーン

✓ 林業事業者のデジタルディバイドが存在 

✓ ⾃治体・地域レベルの取り組みは⾏われ

ているが、事業計画を描けず、普及が広

まらない

• 造林・持続的な林業の放棄 
• 伴う⼟砂災害、⾃然破壊 
• 林業や中⼭間地域経済の衰退危機

1. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の背景
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1-3).異分野の事業開発系経験者の知⾒によるオープンイノベーション

そこで、林業界に異分野の事業開発経験者の参⼊を促し、林業⼈材と異分野⼈材で事業を⽴ち上げることで、 
特的の地域や林業界に限定されない、魅⼒的な市場の事業を⽣み出すことを⽬的とし、 

林業・森林分野特化の事業開発プログラム「SUSTAINABLE FOREST ACTION」がスタートした。

This material is confidential and the property of Spero.

異分野の技術・⼈材・産業との 

交流の希薄化

林業 

の 

課題

時代・環境への適応 
儲かる林業へ

林業の魅⼒向上 
林業の求⼼⼒向上

林業業界への 
⼈の流⼊ ✓ 林業後継者の流⼊ 

✓ 多様なスキルを持った林業⼈材の育成✓ 全国レベル・他産業でも有名なレベルにベンチャー

事業が拡⼤ 

✓ 異分野の優秀な⼈材による林業に関する発信

✓ 森林管理のDX化、効率化 

✓ 戦略的な採⽤ 

✓ 事業体の戦略的合併や連携、サプライ

チェーンの効率化

✓ 事業開発⼿法をインストール 

✓ 異分野の事業開発⼈材を投⼊し、林業⼈材

と事業を⽴ち上げることで、その新事業は

もとより、その関係者ら異分野⼈材に広く

林業が訴求されていくようになる

1. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の背景



2. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の実施概要

2-1) SUSTAINABLE FOREST ACTION 20222概要
2-2) SFAプログラム ハッカソン、アイディアソンとの違い
2-3) SUSTAINABLE FOREST ACTIONこれまでの歩み
2-4) SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の提供内容
2-5) SFAプログラムと⼀般的なアクセラの違い
2-6) SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022全体の流れ
2-7) SFA2022の特徴１「インキュ部⾨」「アクセラ部⾨」⼆本⽴て
2-8) SFA2022の特徴２ オープンイノベーションでチームを編成
2-9) SFA2022の特徴３ リーンスタートアップ⼿法の導⼊
2-10) SFA2022の特徴4  東京都檜原村と⿃取県智頭町との連携協定
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2-1). SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022 概要

This material is confidential and the property of Spero.

講義・メンタリング

ネットワーク

林業フィールドへ
のアクセス課題とアイディア

チーム組成

林業従事者と 
事業開発経験者の募集

SFAプログラム 

事業開発 
試作開発

プロダクト開発 
ベンチャー設⽴など

SUSTAINABLE FOREST ACTION（通称SFA）は、2019年度に開始し、2022年度*は第4期⽬であった。 

「⽇本で唯⼀の森林特化の事業開発プログラム」として、参加者を募集。約2ヶ⽉間のプログラムの中で、事業開発講

座・伴⾛メンタリング・林業合宿等でサポートし、デモデイにつなげた。 

林業⼈材と異分野⼈材をマッチングすることで、事業推進⼒のあるチームを形成した。 

2022年度初の試みとして、参加者の事業のステージに合わせて「インキュベーション部⾨」と           

「アクセラレーター部⾨」を設けた。

2. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の実施概要

※2022年度は、林野庁の補助事業「林業への異分野の技術等の導⼊促進事業」の補助⾦を活⽤した
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2-2). SUSTAINABLE FOREST ACTIONこれまでの歩み

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

⽬的・
KPI

• 林業⼈材と異分野⼈材で新規事業

検討のプロセスを経験するという

教育的・実験的意義。

• ビジネスのサイズに関わらず、 

２つの事業を創出する。
• ビジネスサイズに関わらず    
３つの法⼈を設⽴する。

•スケールを⽬指す事業を３件創出する。 

•⺠間からの投資検討案件 1件を創出す
る。

実績

• 株式会社One Green 設⽴  

• 株式会社GREEN FORESTERS設⽴
（デモデイ終了しばらく後、メンター・参
加者間の横のつながりで会社設⽴）

• 株式会社フォレストーリー設⽴ 
• 株式会社ソマノベース設⽴ 
• フォレスターズ合同会社設⽴ 

• 合同会社Verde Energia設⽴

•ミリオンペタル合同会社設⽴ 
• 株式会社510GREEN WORKS設⽴ 
• 株式会社Molick設⽴ 
• 合同会社Rafters設⽴ 
• ⽇本⼭林再⽣株式会社設⽴ 
•新規事業「かりつなぎ」事業 開始

• 株式会社myaku設⽴準備中 
•新規事業「森林VR・⽊造VR」開始 
•新規事業「森林活⽤ｷｬﾝﾌﾟ」開始 
•優勝チームのジオクリエイツ社に対し、
複数のVCからのコンタクトあり。

主な 
新しい 
取り組
み

•以下３点を主軸としたSFAプログラム
のコンセプトとプログラムのフォー
マットの基礎が確⽴。 
①林業⼈材と異分野⼈材でチーム組成  
②事業開発メンターの伴⾛⽀援 
③事業開発の講義 

•第⼆期より、SFAの⽬的を「新規事業創
出」と明⽂化しKPIを設計。 

• 異分野⼈材を事業開発経験者と定義。 
•メンターの質担保を⽬的にメンター向け指
南書作成。 

•優勝チームへの授与を⽬的に、森林づくり
への異分野技術導⼊・実証事業と連携し、
事業化資⾦を提供。

• 参加者の林業・森林分野の理解の底上げを
⽬的に、⿃取県智頭町と協定締結し、林業
智頭合宿を開催。 

• 事業開発講座のコンテンツを⼤幅に向上。 
•コクヨ株式会社、⼀般社団法⼈パイング

レース、智頭町&森林組合から、彼らの資
源を⽤いたコラボレーション案件を募集。

•過去最⼤の応募者⺟集団を形成し、過去と⽐
較しその中から事業成⻑を意識した事業家と
そ林業家を採択した。 

• デモデイの審査では「市場性と成⻑性」を重
視し、加えて、⺠間のエクイエティ投資の可
能性という基準を設けた。 

• 事業のステージによって「インキュ部⾨」と
「アクセラ部⾨」の2部を設けた

主な 
課題

• チームに事業開発経験者がいるチー
ムとそうでないチームで事業開発の
進め⽅やスピードに⼤きな差が⽣ま
れた 

•初年度は、プログラムの⽬的も実験
的意義が多く、優勝チームが⼒試し
のビジネスコンテストとして参加し
ていたので、事業化の説得が⼤変で
あった。

• チームによって、林業・森林分野の
理解の網羅性や深度にバラつきが⾒
られた。 

• 事業開発講座の内容をもっと増やし
て欲しいとの問い合わせがあった。

•サイドビジネスやソーシャルビジネスを
⽴ち上げることを⽬的とした参加者が多
く、事業成⻑への⽬的意識が低かった。 

•当時の審査基準だと、客観的にベン
チャー界隈で評価の⾼い事業が⾼評価に
⼊らず、SFA訴求の機会損失となった。 

• 参加の⼊⼝時点で、事業のステージに差
異があり、参加者のモチベーションに影
響した。

•スタートアップ志向（事業成⻑や利益創
出）への⽬的意識の⾼い参加者に対して
は、メンタリングやネットワークなどに
おいて、過去のSFAとは違う内容を提供
する必要がある。 

（事業開発全般のノウハウよりは、営業
やエンジニアリング、デザインなどより
具体的なリソースが必要）

課題の改善 課題の改善 課題の改善

SUSTAINABLE FOREST ACTION（通称SFA）は2019年、実験的な意味合いで始まった、2020年度よりスモールビジネスを含め、事業創出・
起業を促すプログラムとして明⽂化。2022年度は、はじめて、スケールを⽬指すスタートアップ⽀援プログラムとして⽬的を設定した。

2. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の実施概要
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SFAプログラム ハッカソン アイディアソン

平均的な期間 2ヶ⽉ー4ヶ⽉ 3時間ー48時間 1時間ー4時間

参加者の最終 
アウトプット 事業計画 試作（プロトタイプ） アイディア

外部専⾨家からのア
ドバイス

あり なし なし

プログラム終了後の
⽀援

あり なし なし

⼀般的な流れ
キックオフ→専⾨家によるアドバイスやフィー
ルドワークなどによる事業開発期間→事業計画
の最終プレゼン

開催者側からのテーマ発表→ひたすらチー
ムで制作→最終発表

開催者側からのテーマ発表→ひたすらチーム
でディスカッション→最終発表

参加チームの構成
事業開発者がメイン 
そこにマーケティング担当、技術担当など、事
業開発に必要なチームで臨む。

エンジニアがメインで、2­5名のチーム
・学⽣ 
・企業の⼈事研修参加者 
・意欲的な市⺠

開催者側の 
主な⽬的

・事業を創造する 
・既存事業の場合は、成⻑スピードを加速する

• 特定のプログラミング⾔語やテーマ性に
沿って教育学習や普及促進 

• 新しい事業に関するヒントの発掘

・企業の⼈事研修 
・学⽣向けの総合教育 
・町起こし的イベント

参加者の 
主な⽬的

・構想中の事業をより加速したい 
・何かの課題意識がある 
・事業をやるために事業ネタを探している

・エンジニアの腕試し 
・チームワークを磨く 
・イベント体験としての楽しみ

・学校や企業の教育・研修への出席 
・イベント体験としての楽しみ

SUSTAINABLE FOREST ACTION2022では、試作を⽬的としたハッカソンやアイディア創出を⽬的としたアイディアソンではなく、 

アイディアの検証を重ね事業計画まで練り上げる事業開発プログラムの⼿法を起⽤した。

2. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の実施概要

2-3). SFAプログラム：ハッカソン、アイディアソンとの違い
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林業合宿(智頭町・檜原村) 伴⾛メンタリング 最⼤100万円の資⾦

短期間で、事業を創造するために、様々な仕掛けを⽤意した。

チーム編成

新規事業開発経験の
あるメンターを、1
チーム1⼈配置し、1
週間に1度の週次メン
タリング及びSlackを
⽤いた返信で伴⾛⽀
援した。 

リーンスタートアッ
プ⼿法を⽤いて伴⾛
した。

新規事業開発に必要
な実践的な講座を、
全４回、配信した。
約700ページに渡るス
ライドも提供した。 

外部講師として、 
弁護⼠や投資家、SFA
卒業⽣で森林・林業
ベンチャーの起業家
による講演なども⽤
意した。

参加者の林業理解の
底上げを⽬的とし、
連携協定を結んでい
る⿃取県智頭町と東
京都檜原村の２町村
にて、任意参加の1
泊2⽇の合宿を開催
した。

事業開発講義

最優秀賞を受賞した
チームに、主催者
Spero社より事業化
資⾦として100万円
を提供した。

互いのスキルやネッ
トワークなどを活か
した事業開発を進め
るために、林業⼈材
と異分野の事業開発
⼈材でチームを編成
した。 
スキルセットだけで
なく、志向や興味対
象などを鑑みマッチ
ングした。

2. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の実施概要

2-4.) SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の提供内容

※写真は前年度
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2. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の実施概要

2-5). SFAプログラムと⼀般的なプログラムの違い

プログラムの本気度

短期間ではチーム単体で開拓が困難

な想定顧客へのアクセスとインタ

ビュー・実証実験機会を提供する。

週次定例とチャット返信など、事業開発経

験メンターがチームに伴⾛する。 

プログラム期間中に、アントレプレナーと

してのマインドセットとスキルが垂直⽴ち

上げされる。

株式会社設⽴、⼀般社団法⼈設⽴、企

業内の部⾨付など、必ず事業化を達

成。 

優秀案件の継続的フォローを⾏う。

メンタリングについてユーザー検証について

名ばかりのメンターなどが、期間中1、

2度登場し、その意⾒に起案者が左右さ

れ、事業がブレるというケースが多

い。

顧客開拓は⾃⼰責任なので、短期間で

アクセスできず、事業プランが机上の

空論で終わってしまうケースが多い。

単なるビジネスコンテストとしてお

祭り騒ぎで終わってしまうケースが

多い。

⼀
般
的
な
ア
ク
セ
ラ

SFAプログラムでは、事業開発が初めての⼈材であっても事業化に取り組めるように、ハンズオン⽀援の⼿厚いアクプロ
グラムを提供している。

Ｓ
Ｆ
Ａ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
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2. SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022の実施概要

2-6). SUSTAINABLE FOREST ACTION 2022 スケジュール概要

キックオフ
デモデイ 

(最終成果会)
募集・審査 中間研修

11/5(⼟)  
10:00-14:30

9/ 3(⼟) 
13:00-18:00

10/8(⼟) 
9:00-13:00-8/14(⽇)

9/24-25 (⼟・⽇) 
10/1-2 (⼟・⽇)

講義内容 
ESG講義 
事業開発講義 
林業・森林講義 
参加者同⼠の顔合わせ

林業合宿 
⿃取県智頭町（9⽉） 
東京都檜原村（10⽉） 

内容 
林業体験 
林業と隣接産業の学び

講義＋メンタリング＋実証

部⾨ 
インキュベーション部⾨ 
アクセラレーター部⾨

内容 
模擬ピッチ 
審査員からのフィードバック

内容 
最終プレゼン 
審査員からの講評 
優勝者には事業化資⾦の援助

プログラム期間　(約2ヶ⽉間)

林業合宿（任意）
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